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星 合 孝 男
COMNAPの第5回 年次会合が,1993年6月21日から
25日の問,ニ ュージーランドの南島,ク ライス トチャー
チ市にある国際南極センターで開催された.21か国の代
表が出席 し,我が国からは,井 上正幸文部省国際学術課
























問題,油 流出防止,航 空安全の確保,内 陸旅行技術,情
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めることになる.な どの反論 もあって,こ の問題の解決
は容易ではないように思われる.










会を通 して,情 報の伝達 ・収集,　ATCMの勧告の周知
徹底を行っており,実効をあげているという,
これまで,東 南極.特 に昭和基地周辺が観光の対象と
なることは,水精 ・景観から推 して,ま ずあるまいと考





































ためのサブグループが,議 長 より提案 された.　Ben・
chmarkingでは各国の設営の実情を調査することとして
いるが,関 心は設営のコストであると思われる,コ ス ト
の評価については各国のオペ レーション方式や予算の仕
組みにより大きく異なるので,そ の点を断酌して評価す








































● イ ドラ イ ンが示 さ れ て お り,基 地 で の 曲 輪 退 時 に お け るオ イル フ ェ ンスの 準 備 や油 タ ン クの 一ドに流 出防1上の 枠 を
設 置す る な どの 対 策 は 〔す で に.オ ー ス トラ リア や ドイ
ツ が着 手 して い る だ け に)今 後,規 則 化 され る 可能性 も
あ るの で,こ の サ ブ グ ル ー プの 対 策 案 は 十 分 フ ォ ロ ーす
る 必 要 が あ る.
現 在 は,流 出 した燃 料 を現 地 で燃 焼 処 理 す る こ と を含
め,極 域 の 海 や 氷 雪 上 で拡 散 した油 の処 置 につ い て,北
海 や極 北 で の 石 油 探 鉱 会社 の経 験 を 参考 に 文献 研 究 を し
て い る.
南 極 海 で の航 行 に つ い て は,船 舶 の等 級 に よ って 行動
海 域 を制 限 す る案 もだ され た.
環 境 問 題 はCOMNAPで の 議 題 で あ る が,本 委ii会
で もオ ペ レー シ ョンや 施 設 に関 連 して 随 時 話 題 にの ぼ っ
た.各 国 の 活動 報告 で も,例 え ば,ド イ ツ と ロ シ ア は 共
同 してSchimacherHl[ls.　〔ノ ボ ラザ レフ ス カ ヤ の あ る
所)に あ っ た、 旧東 独 の 基地 の 完 全 撤 収 に着 手 した こ と
● が 報 告 され た.H本 か ら は昭 和 基 地 建 築 計 画 の 環 と して の 管理 棟 の 新 設 と と もに新 焼 却 炉 の 紹 介 を した.会 議
の 席.ヒで は な い が,西 欧 のあ る代 表 と内 陸 トラバ ー ス に
関 連 して,日 本 の ドー ム計 画 を話 題 に した と ころ,即 座
に 「環境 ア セ ス メン トは 行 った の か」 と い う 質問 が 帰 っ
て きた,ま た,こ れ らの 国 々 は環 境 問 題 へ の 取 り組 み を
積 極 的 に ア ピー ル して い る.こ う した 面 に も これ か らの
我 が 国 の 観 測 計画 は 十 分 に配 慮 せ ねば な る ま い,
設 営 シ ンポ ジ ウ ム を通 じて の 設 営 技 術 情 報の 交 換 は
SCARに 設営 部 会 が 設 置 され て い た 当 初 か ら重 要 視 さ
れ て きた.現 在 は,　SCAR総 会 の 開 か れ る 年(2年fuD
に 同 じ会場 で 開 催 され る.次IUI,(1994年,イタ リ ア}
の テ ーマ は,
代 替 エ ネ ルギ ー の利 用
南極 と宇 宙 の対 比
環 境 保 護 とオ ペ レー シ ョン上 の技 術
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人 的 資 源 の マ ネ ジ メ ン ト1隊Uの 募 集,教 育,訓 練)
科 学 に う らづ け さ れ た新 技 術の 開 発
と な って い る.
国 際 会 議 とい う堅 い場 で あ りなが ら,や わ らか い 雰 囲
気 が 感 じ られ た の は,あ なが ち 筆 者 が昨 年 に ひ き続 い て
出 席 した た め ば か りで な は な く,南 極 を通 じて仕 事 を し
て い る 気 安 さか ら くる もの で あ ろ う.し か し,課 題 は必
ず し も解 決 策 を容 易 に 見い だ せ る もの ばか りで は な い.
これ まで は,ま ず 各 国 の 現 状 を レポ ー トさせ る た め の フ
ォー マ ッ トを作 る こ とが 大 きな 仕'拝で あ っ たが,問 題 は
そ う した レポ ー トを も とに 誰 が どの よ う に 分析 し,対 策
案 を示 す か で あ る.
全 会議 を通 じて,や は り米 欧 圏C[1iでも,米,英,独,
豪の4国)の 発.1言力 が 圧倒 的 で あ る が,設 営 の 技 術 レベ
ルの 点 で は 日本 の 力 は 何 ら遜 色 は な い.我 が 国 の 存 在 感
を示 す う え で,も っ と も効 果 的 な の は 設 営 シ ンポ ジ ウ ム
での 発 表 で あ ろ う.来 年 の シ ンポ ジ ウム で の わ が 設 営 グ
ルー プ の積 極 的 な 発 表 を期 待 した い.
最 後 の 全 体 会 議 で は,今 後 のSCALOPの あ りか た に
つ い て,か な り議 論 され た.こ こ で も,よ り高 い 技 術 力
の導 入 と提 携 を 前 面 に押 し出 す姿 勢 が 明 確 にン」詰 れ た.
(筆者:　IEII,lt/極地 研 究P)i研究 系 助 教 授)
外国人特別研究員としての日本滞在記印象
ポ ー ル ・ア ー サ ー ・パ ー ク マ ン
今flq月 に 来[1する前,1`r田教 授 と私 は2年 間 に わた
っ て手 紙 の や りと り を し ま した.そ れ まで 会 った こ と は


























した.し かし,そ うしたところは遠すぎた り,小さす ぎ
た り,家賃が高かったりしました,で も日本に来てか ら
2か月近 く経って,つ いに幸運な日がやって来ました.
ジュリーが一人の婦人に東板橋動物公園の近くで出会っ












とができます.キ ャサ リンとアンナは二人 とも私達の家










誕生 日,そ してお盆のような伝統的なお祭 りにまで招待












機会がありました.高尾山,御 岳山,長 野,大 島,京 都,
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18日に開催 された南極地域観測統合推進本部総会で決定




気水圏系の 「氷床 ドーム深層掘削観測計画(5年 計画3
年次)」,地学系の 「第n期 東クイーンモー ドランド地域
の雪氷 ・地学研究計画(8年 計画6年 次)」,生物 ・医学




























7月10日に久 しぶ りに太陽と再開し,い よいよ越冬生
活は後半戦に入った.快 晴時には冷えこみも激しくな り,
-35℃の 日が6日 間もあり,26日には月としては歴代












平 成5年3月8日 ～3月10日 　 Prof.　FRYXELL,　G.A.
(テキ サ ス農 工 大 学 教 授)
3月15日 ～3月18日 王 良 璋　 (Prof.　WANG,
Liangwei)　(蘭州 氷 河 凍 土 研 究 所 教 授)
諏 建 玉　(Dr.　TAN,　Cengung)　(同助 教 授)
3月16日 一3月18日 　 Dr.　MACDONALD,　R.W.　(カナ
ダ 水 産 海 洋 省 海 洋 科 学 研 究 所 プ ロ ジ ェ ク ト リー
ダ ー)
3月29日 ～4月1日 　 Dr.　GLEBOVITSKY,　V,A,　(先
カ ンプ リア 地 質 学 年 代 学 研 究 所 研 究 員)
3月30日 ～3月31日 張 万 昌　 (Mr.　CHANG,
Wangchang)　(蘭州 氷 河凍 土研 究所 研 究 員)
4月17日～4月27日 　 Prof.　JOHNSEN,　S.　(アイ ス ラ ン
ド大 学 科 学 研 究 所 教 授)
Ms.　KR[STIUSDOTT[R,　P.(同研 究 員)
Dr.　GUNDESTRUP,　N.　(コペ ンハ ー ゲ ン 大学 地
球 物 理 学 研 究 所研 究 員)
Mr,　HANSEN,　S.　〈同 研 究 員)
4月17日 ～4月30日 　 Mr.　SCHWANDER,　J.　(ベル ン
大 学助 手)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pfessure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.mean)　(m/s>
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)













































全体 を総体 として理解 して初めて南極氷床中の物質も
理解できると考えられる.
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